
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇全職員による共通理解と共通
実践
・「個別最適な学び」と「協働的な
学び」の手立ての充実を図る。

〇「友だちと協力して学習することがで
きた」に対して肯定的な回答をした児童
の割合を80％以上にする。
〇「自分が興味をもったことを聞いたり
調べたりして学習することができる」に対
して肯定的な回答をした児童の割合を
80％以上にする。

・全授業の90％以上で、友達と学
び合う場面を設定する。
・児童が自分のペースで学ぶ時間
を考えたり主体的に学んだりする
場面を設定する。

A

・「友だちと協力して～」に対する児童の肯定
的な回答が92.3％だった。引き続き、効果的
な学び合いがある授業を行っていく。
・「自分が興味を～」に対する児童の肯定的な
回答は87.9％であった。今後も、児童の興味
関心に応じて、自分のペース学ぶことができ
る授業を行っていく。

A

・「友だちと協力して～」に対する児童の肯定
的な回答が92.6％だった。「自分が興味を～」
に対する児童の肯定的な回答は88.4％であっ
た。。保護者の視点でも、「個別最適な学び」
と「協働的な学び」を通じて確かな学力が身に
ついていると肯定的にとらえる割合が、84.7％
から89.2％へと向上した。学習スタイルの質
の向上が伺える。

A

・クラスの友達と学年仲間，全学年と遊ぶ喜
びを広げるよう，今後も指導をしてほしい。
・学び合うことで学力向上が伺える。
・学取スタイルの質の向上に向けた日々の実
践が感じられる。今後も子どもたちの意欲的
な学びを期待している。
・成果指標「80％以上」はもう少し上げてもい
いのではないか。

・学力向上対策C
・研究主任
・指導法改善

○教育の質の向上に向けたICT利
活用教育の実施

○教員のタブレット端末を用いた、
指導方法の改善率、及び、ＩＣＴ機
器の効果的な利活用により、授業
が理解できたと感じる児童の割合
を共に90%以上を目指す。

・職員研修や校内通信において、
タブレット端末を用いた授業や実
践の紹介を行う。
・教員の教科指導におけるICT利
活用の不安を解消するため、研修
を実施する。 A

・ICTや生成AIの活用の紹介を定期的に行うこ
とができた。指導方法の改善率は88％であっ
た。今後も効果的な活用法を紹介したい。
・児童は91.6％、保護者は91.1%がICT利活用
の効果について肯定的にとらえており、目標
を達成することができている。

A

・職員の改善率は、１００％へと大幅に
向上した。今後もより効果的な活用を
模索したい。
・児童は94.5％、保護者は、93.6％が
ICTの利活用の効果に肯定的にとらえ
ており、目標を達成することができた。 A

・ミシンの使い方縫い方などタブレットで学ん
でいる姿に驚いた。タブレットを文房具のよう
に先生も子どもも使いこなしている事がすばら
しい。児童の将来のために，もっとICT活用を
学び，今後の子どもたちの力を最大に伸ばし
てもらいたい。
・職員改善率100％と改善されている。
・職員一丸となっての取組を伺うことができ
る。改善率100％は学校経営力の大きな成果
である。
・職員研修や校内通信の実践の紹介がよ
かった。

・教育情報化推進リーダー

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇年２回実施する「生活アンケー
ト」で「学校が楽しい」と回答する児
童の割合を90％以上にする。

・道徳便りを発行し、道徳の授業
に関する保護者の理解を図る。
・ふれあい道徳を通し、保護者の
関心を高め、学校と家庭が協力し
て心の教育の充実を図る。 A

・「学校生活アンケート」で，「学校が楽
しい」と答えている児童は，約92％だっ
た。
・11月に「ふれあい道徳」の案内を出
し，道徳に関する保護者の関心を高め
るようにした。
・代表委員会において，やさしさ溢れる
学校にするためにできることを全校で
話し合い、取り組む予定である。

A

・「心のアンケート」では，保護者・児童ともに
「学校が楽しい」と肯定的評価の回答が，９
０％を上回ることができた。
・全校で優しい言葉を使う活動に取り組むこと
で，相手を思いやる心を学校全体で育むこと
ができた。
・１１月の「ふれあい道徳」の前後に「道徳だよ
り」を発行し，授業のねらいや，感想を共有す
ることで，保護者の関心を高めることができ
た。

A

・「学校が楽しい」と100％の子どもたちが回答でき
るといい。居心地がいい，安心して過ごせるとい
いと思う。
・学校で友達と会うのが「うれしい」「楽しい」と言う
児童が増えてほしい。
・学校の取組成果が出ている。
・武雄市青少年育成市民家族で作る標語コンクー
ルに応募したらどうだろか。
・子ども達に「学校は楽しい！」を感じてもらうこ教
師の使命と言えるでしょう。
・優しい言葉を使う活動に取り組むことで，相手を
思いやる心を学校全体で育む。

・道徳教育推進担当
・各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

○いじめの防止・解決について組
織的対応ができていると回答した
職員100％を目指す。

・学校生活アンケート（児童と保護者）及
び児童との個人面談を年２回実施する。
・心のアンケートを見直し、年３回実施す
るするとともに、職員連絡会等で情報を
共有し、早期発見、早期対応に努める。
・４～６年生を対象としたいじめ防止教
室を年に1回実施する。 A

・職員アンケートで組織的対応ができたと回答は
100％だった。
・児童や保護者のアンケート回答をもとに児童と
の個人面談を実施し、いじめの早期発見、早期対
応につながった。毎週の職員連絡会でも情報共
有を行っている。ハートボックスを設置し早期対応
に努めている。
・6月にいじめ防止教室を実施した。
・夏季休業中に全職員いじめ対応研修を行い、組
織的対応について共通理解を図った。
・夏季休業終わりに一人一端末を活用してアン
ケートを実施し、児童の状況を把握し対応するこ
とができた。

A

・アンケートや日ごろの観察等から、いじめの早期
発見や早期解決に努め、学年団、関係職員、職
員全体で組織的に対応することができた。
・「心の教育」や「いじめ防止」に関する児童と保
護者の評価は全体として非常に高く、中間評価か
ら最終評価にかけてさらに向上した。「いじわるを
しないでやさしく接しているか」の問いに対し、児
童の96.4%が肯定的に回答しており、他者への思
いやりが行動として定着していることが伺える。
「楽しく学校生活を送れている」と回答した児童は
93.3%に達しており、困ったときに「先生や友達に
助けてもらっている」と感じる児童も91.2%と高い水
準にある。

A

・いじめの防止，発見の後と対応が大
変だと思うが子どもにとって安心して過
ごせるように願っている。いじめに対し
ての意識を高め，いじめのない学校を
取り組んでほしい。
・早期発見，早期取組，先生方全員の
取組成果ができている。引き続き後
フォローをお願いしたい。
・他者への思いやりが行動として定着
していることが伺える。

・生徒指導主任
・各学年主任

◎児童生徒が夢や目標を持ち、そ
の実現に向けて意欲的に取り組も
うとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
85％以上にする。
●「将来の夢や目標をもっている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒を
85％以上にする。

・ 各教科や学校行事等を通して、自らの
夢や目標について考える時間や振り返
る場面を設け、キャリアパスポートを活
用する。(学期に２回以上実施）
・児童の活躍した場面で積極的に教師
が認め、「ほめるから、はじめる。はじま
る。」を意識して実践する。

A

・「将来の夢や目標をもっている」について肯
定的な回答をした児童は、88.3％で目標値を
上回ることができた。目標を立てるだけでな
く、振り返る場を設定し、自覚を促すことがで
きた結果だと考える。
・「先生は、あなたのよいところやがんばりを
ほめてくれる」と肯定的な回答をした児童は
89.7％であり目標値を上回ることができた。今
後も子どもを認め、ほめる意識を継続していき
たい。

A

・「将来の夢や目標をもっている」につ
いて、職員の肯定的な回答が79.2％か
ら94.4％へと劇的に改善した。保護者
の評価も70.8％から80.0％へと9.2ポイ
ント上昇しており、学校行事や授業を
通じたキャリア教育の取り組みが、子
ども達の将来を考える意欲に結びつい
たと考えられる。

A

・児童が，将来の目標となる企画を実
施してほしい。
・先生方の向上の成果を感謝します。
・キャリア教育の成果が確実に出てい
ると感じる。
・キャリア教育の取り組みが，子どもた
ちの将来を考える意欲に結びついた。

（主）教務主任
（副）各教科主任

〇児童生徒が、人権に関する知的理解
と人権感覚の涵養を通して、人間の尊さ
を知るとともに、あらゆる差別を見抜き、
差別を許さない人格を養う教育活動

〇人権集会・平和集会で実施する
人権に関するアンケートで，肯定
的な回答をする児童の割合を
80％以上にする。

・年１回以上，職員の人権意識を
高める職員研修の実施。
・人権集会・人権週間での人権に
関するアンケートの実施。
・全校を対象とした人権教室を年
に１回実施する。

A

・「学級の友達や下級生にやさしく接している」
に対して肯定的な回答をした児童は93.2％で
あり、今後も、引き続き、人権教育の充実に努
めていく。
・命や平和の尊さを考えられるように、７月に
平和集会を実施した。
・夏休みにQUアンケートの分析を行い、学級
や学年の実態や互いの実践を交流し合う機
会を設定した。

A

・人権集会では、差別・人権に関する知識理
解と人権感覚の涵養を目指して、読み聞かせ
と人権標語等の発表を行った。児童アンケー
トでは92％の肯定的な回答が得られた。全校
で、「思いやり」について考えることができた。
・道徳の授業等で、人権教育教材を活用する
ように周知し、主に「ジンちゃんケンちゃん」を
取り入れた授業をすることができた。

A

・小・中学生の人権標語はどれもすばらしい
作品ばかり。子どもたちが人権について考え
ているのがよくわかる。
・差別がない，思いやりのの多い児童に育っ
てほしい。
・引き続き，印象に残る思い出に残る取組を
お願いする。
・「思いやり」について考えることができたのは
良いことである。

・人権・同和教育担当
・ 低中高担当者
・各学年主任

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 武雄市立御船が丘小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校教育目標や重点目標の実現へ向けて、保護者や地域の方の理解と協力を得ながら、全職員で計画に沿って取り組むことができ、保護者評価、学校関係者評価においても好意的な評価であった。

・豊かに学び、高め合う姿が授業や学校生活の中で見られ、自分の目標に向かって意欲的に取り組む児童が増えた。学力向上につながるよう授業改善と家庭学習の更なる充実を目指す。

・「業務改善・働き方改革の推進」については、業務改善委員会を立ち上げ、時間外勤務の減少など職員も業務の効率化を意識し始めている。さらに、教育活動の充実のために行事・週時程の見直しを進めていく。

・「読書の推進」については、今後も学校・家庭・地域と連携しながら、児童が読書に親しめるような取り組みを引き続き行っていきたい。

２　学校教育目標 ふるさと武雄に誇りを持ち、心豊かに学びあい、自分の夢や目標にむかって粘り強く努力する児童を地域と共に育成する。

３　本年度の重点目標

①　あいさつ・返事・ありがとうが素直に言える子ども

②　豊かに学び、共に高め合う子ども

③　進んで運動をしたり、夢や目標に向けて努力を続ける子ども



様式１（小・中）
❶「運動習慣の改善や定着化」 ❶授業以外で運動やスポーツを

行う時間が１週間で420分以上の
児童生徒75％以上にする。

・昨年度の調査結果と比較し，記録の伸
びを確認させることで，運動意欲を高め
る。
・体つくり週間を設け，全クラスで取り組
ませる。
・学習カードを活用した体育の学習を推
進する。 A

・児童アンケートでは、運動への取り組みに対
して89.3％が肯定的な回答、保護者アンケー
トでは、運動習慣改善や体育的行事の推進に
対して87.2％が肯定的な回答であった。
・これまでの積み重ねのデータを共有し、学習
カード等の資料を提供することができた。
・下半期は、低・中・高学年それぞれに、体つ
くり運動やスポーツチャレンジに関する資料を
提供したり、掲示物を作成したりして、授業で
の取り組みや活用を促す。

A

・児童アンケートでは、運動への取り組みに対し
て92.0％が肯定的な回答、保護者アンケートで
は、余暇時間での外遊びの推進に対して88.3％
が肯定的な回答であった。児童と一緒に外遊びを
行う教員が多く、外で遊ぶことを楽しむ姿が多く見
られた。
・体つくり運動の奨励のために、佐賀県全体で取
り組んでいるスポーツチャレンジを全学年に周知
し、取り組んだ結果を児童玄関前に掲示した。多
くの学年が様々な種目に取り組み、記録が伸びる
喜びや競い合う喜びを味わった。
・学習カード等の資料の共有ができた。引き続き
今後も行いたい。

A

・体を動かすことの必要性を学び，いろんな遊
びやスポーツ体験等を実施して，体つくりを考
えるように指導をしてほしい。
・各種取り組みの成果だと感じている。
・体つくり部の取組に更なる継続を願いした
い。

❶体育主任
　体つくり部部長
　

❸「望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成」

❸「健康に良い食事をしている」児
童90％以上を目指す。

・放送による食育指導の実施。
・児童によるポスター作成の実施。
・朝ごはん取り組みカードの実施。
（6月、11月）
・望ましい食週間等について，学校ホー
ムページを活用して家庭・地域へ啓発す
る。
・給食週間の設定。

B

・児童アンケートでは、健康に良い食事（毎日3食
食事をする、好き嫌いがないなど）をしている児童
の割合は81.1％であった。
・6月に「早寝・早起き・朝ごはん取組カード」に全
児童が取り組み、家庭との連携を図ることができ
た。
・給食委員会の児童を中心に食育についてのポ
スター作成、掲示を行い、啓発を行った。
・日々の給食時間に給食の紹介や旬の食材な
ど、食に関する放送を実施している。
・学校ホームページで日々の給食について紹介を
行っている。

A

・アンケートでは、保護者は88.3％、児童は93.5％
の肯定的回答であった。1月に再度「早寝・早起
き・朝ごはん取組カード」に全児童が取り組み、早
寝・早起き・朝ごはんの習慣化を促すとともに、家
庭との連携を図った。
・食育授業に各学年取り組み、家庭においても実
践を図った。
・1月の給食週間では、給食調理の様子や地域の
食材について動画で知らせ、食に対する関心を高
め、感謝の気持ちを育むよい機会となった。

A

・早寝・早起き・朝ごはんの習慣化が定着するとよ
い。
・命について学び，大切な体（身）をつくるには「食
べること」が必要なことを理解させ，感謝の気持ち
をもつようにしてほしい。
・家庭での取り組みは意識の違いもありますが，
連携が図られていると思う。
・日頃の熱心なご指導に感謝します。「健全なる
精神は健全なる身体に宿る」と言います。益々の
ご指導に期待しお願いします。
・４～６年生は比較的よく食べる。

❸給食指導

❹「安全に関する資質・能力の育
成」

○「安全面を考えて行動している」
児童90％以上にする。

・長期休みの自転車点検の実施。
・年度初めの交通安全教室（全学年）の
実施。
・夏休み前の鉄道安全教室の実施。

A

・アンケートでは保護者は91.8%児童は96.1%の肯
定的回答であった。児童や保護者の安全への意
識は高かった。
・全校朝会や長期休み前後の交通安全指導と共
に，日常の安全指導や，地域家庭での安全防災
意識を高められるよう，放送など機会を捉えて指
導を行った。
・下校中の交通事故や校内でのけがが見られた
ため、日常の安全指導も継続していく。

A

・交通ルールやマナーを守る意識について、児童
の肯定的な回答は98.1%と極めて高く、職員の評
価も87.5%から94.4%へと向上した。「子どもファー
スト」の考え方や、下校経路の指導など、安全に
学校生活を送れる環境を整えていることが、保護
者が安心して送り出せる要因となってる。
・児童の大きなけがはなかったが，校内外での小
さなけがはあった。廊下や道路歩行など安全面の
マナーやきまりについては、引き続き日常の安全
指導や生活のめあてとして、全校で学年で学級で
繰り返し重ねて指導していきたい。

A

・いつ，どこで，何が起きるかも日頃から
気を付けて行動するように指導してほし
い。
・地域での取組も実施していきたい。
・横断歩道を渡った後の「振り返り挨拶」
には好感がもてる。習慣化された姿に先
生方の指導のおかげと感謝している。

❹安全・交通指導
　

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守する。
●年間20日の年次休暇のうち、職
員1人当たりの年次休暇の取得日
数14日以上を目指す。

・職員一人一人のワークライフバランス
に十分配慮することで、各自が健康的に
教育活動に従事できる環境を整える。
・自発的な時間外勤務時間が月80時間
を超過している職員（延べ人数）割合の
縮減を図る。
・出退勤管理システムを活用し、月末の
集計確認だけでなく、日々の累計にも目
を向けて時間外勤務の時間が長くなりそ
うな職員には積極的な声掛けを行う。
・長期休業中に年休を取得しやすくする
ために，職員研修をなるべく長期休業中
に入れないようにする。

B

・男性職員の子育て休暇プラン計画に基づ
き、出産補助休暇や配偶者出産時育児休暇
を完全取得できた。
・自発的な時間外勤務時間が月80時間を超
過している職員は、４月から１０月までで１人
もいなかった。しかし、月４５時間を超過してい
る職員は、４月から１０月までに６人（のべ２３
人）いるので、引き続き時間外勤務時間削減
について声掛けを行っていく。
・昨年度の夏季休業中に実施していた職員研
修のうち７つを削減したり課業日中に実施した
りすることで、年休を取得しやすいようにした。

B

・４月から１２月までの自発的な時間外
勤務時間の一人当たりの月平均は１７
時間２０分で、前年度に比べ３時間以
上減っている。掃除を朝の時間に設定
することで、放課後の時間を確保したこ
とが主な要因であると考える。
・年間１４日以上の年休を取得した職
員の割合は、３５人中２４人で６９％で
あった。年休取得が少なかった職員に
声掛けを行い、年休取得促進を図る。

A

・年休取得率が上がるようにお願いし
ます。
・先生方の時間外勤務が前年より減っ
ているのはいい。これからもさらに努力
してほしい。
・体を休めて，さらに児童に向き合って
ほしい。
・先生の意識の問題や考え方の違いも
ありますが，取組の成果と思う。
・校長先生の指導の下，大きな成果を
あげられている様子が伺える。先生方
の“ゆとり”につながっている。

管理職【校長・教頭】

●特別支援教育の充実

○要支援児童への支援体制の確
立

○対象児童の実態把握や支援を適切に
行うため、「個別の教育支援計画」や「指
導計画」を活用する。夏休みまでに支援
計画を70％作成する。
〇全職員で児童の情報を共有し、学年
会での支援の在り方検討する時間を月
に1回以上設け、全員が同じ方向で指
導・支援を行う。

・学年会や職員連絡会で随時、児童の
情報共有の時間を設けて、全職員で共
通理解を図る。
・必要に応じで学年支援会議や校内支
援会議を開き、児童の支援体制を整え
る。
・実態把握シートと「個別の教育支援計
画」に基づいて、SC・SSWや専門機関と
の連携を図り、より実態に応じた支援を
行う。

A

・支援学級に在籍する児童の支援計画・指導
計画は80％以上の作成率であり、通常学級
で指導計画が必要な児童の分の作成率は
70％以上である。
・週1回の連絡会で支援が必要な児童の共通
理解を図り、その後、必要に応じて校内支援
会議を開いている。細やかに支援体制を計
画・実行・見直しを行い通常級の児童にも支
援ができている。また、SC・SSW等とも連携を
図り、支援している。

A

・特別支援教育に対する評価は、職員100％、
保護者89.5％で、保護者が職員へ、また職員
同士の意思疎通や支援体制の確立など理解
と実践が伴う結果となった。
・支援学級等において、連絡帳を通じてこまめ
に様子を共有することで、病院や放課後デイ
サービスとの情報共有がスムーズになるな
ど、外部機関との連携の基盤としても役立っ
ている。今後、児童自身がさらに安心して学
べる環境を提供できるように支援の在り方を
考えていくことが大切だと考える。

A

・支援学級が以前からすると増えてい
るが，先生方のご負担も増えているの
ではと思う。
・特別支援教育については，大変難し
いと思いますが，理解を深めて支援を
してほしい。
・子供のことを考えた先生方に感謝しま
す。

・特別支援教育主任
・特別支援教育C
・特別支援学級担任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域連携の推進

○コミュニティスクールの推進と確
立

○公民館を核とした地域との連携
に努め、情報交換や情報発信を
行う。（年２回以上）
〇地域人材を招いての授業や行
事を実践する。（全学年、年１回以
上）

・公民館における児童関連事業の
調整を行い、積極的参加呼びかけ
る。
・授業や行事でのみふねサポー
ターの協力を推進する。

A

・公民館関連のチラシ配布時に参加を
呼びかけ、児童も積極的に参加して
る。
・みふねサポーターの協力を得て、栽
培活動、町探検、ミシン学習等、学年に
応じて授業に入って支援をしてもらって
いる。児童も回を重ねるごとに、交流が
深まり安全で楽しい学びにつながって
いる。

A

・最終アンケートで、肯定的に回答した児
童が93.9％、保護者が94.4％、職員が
100％だった。
・ミシンの学習では32名の婦人会の方に，
昔遊びには7名の老人会の方に協力をい
ただいた。栽培活動やお箏の学習・武雄
ソーラン・読み聞かせなど、たくさんの
方々に体験活動へ支援してもらい、児童
との交流も図れた。
・２月には、18名のみふねサポーターをお
招きして“感謝の会”を開くことができた。

A

・サポーターとして参加したが，きっかけがな
いと学校との関りはできないので，良い取り組
みだった。
・多くの地域の方の支援・協力は必要。子ども
たちも地域の方の顔を覚えて安心だと思う。
今後も，地域の力を利用して，学校運営に取
り組んでほしい。
・引き続き，地域も学校と連携して協力してい
く。
・すこやか武雄っ子活動推進事業をやってい
る地区もある。
・外部講師やサポーターを積極的に取り入
れ，質の高い教育がなされていると感じてい
る。
・ミシンサポーターでは子ども同士の協力しな
がらの作業に感動した。核家族が多い中，お
互いに補いながらの作業だった。

・コミュニティースクール担当・各
担任
・各教科主任
　

○読書の推進

○読書の推進を図るために、朝読
書・家読に取り組む。

○年間貸出冊数の目標を１～２年
は100冊以上、３～４年は80冊以
上、５～６年は60冊以上とし、80％
以上の達成を目指す。

・朝読書の時間には、着席して読
書するように指導する。
・週に２回は図書室の本を借りる
ように呼びかける。
・親子で読書ができるよう「家読週
間」を設けて充実を図る。
・図書館まつりに合わせて，表紙
パズルに取り組み，達成感を味わ
わせる。

B

・朝の時間が短く，登校が遅い児童はあまり
読めていない。
・貸出数については，学級によって差がある。
1学期貸出冊数目標を，1・2年60冊，3・4年50
冊、5・6年40冊と設定したが，目標を超えるこ
とができなかった学級があったので，今後も
放送等で借りるよう呼び掛ける。
・家庭や学校で読書をしている人は78.8％で
80％を越えなかったため，2学期より「家読週
間」を開始し、家庭での読書活動を推進してい
る。
・図書館まつりでは，全学級表紙パズルに取
り組み，期間中は貸出冊数も増え，読書に親
しんだ。

B

・各学年で見ると、貸出数が学級によって差
があるため、放送だけでなく、学年間で図書
室に行くように声を掛けていく必要がある。
・今年度からリレー家読から「家読週間」に変
更して、子どもたちや先生たちの負担は減っ
たが、「本に親しむ習慣が身についてきている
か」という問いに対し、保護者の肯定的な回答
は 75.4%から 73.6%へ、児童も 78.8%から
76.0%へと低下した。
・読書目標冊数の達成や「家読（うちどく）」の
推進には依然として課題があると言える。特
に「家読週間」のあり方については今後も検
討していく必要がある。

B

・「家読」が定着し，本に親しむ習慣が身
につけばいいが，保護者の方も読書週間
がつけばいいと思う。
・今の取り組みを継続することが一番だと
思う。
・家庭の意識改善は難しいと感じるが，図
書持帰り等の取組で家読週間の向上に
つながると思う。
・読書する児童が少ないと思う。
・教師の手立てがないところに子どもの変
容は望めない。創意工夫を期待したい。

・図書館教育担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●健康・体つくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校教育目標や重点目標の実現へ向けて、保護者や地域の方の理解と協力を得ながら、全職員で計画に沿って取り組むことができ、保護者評価、学校関係者評価においても好意的な評価であった。
・ICT活用では、職員の活用度100%を達成し、児童・保護者からも「授業がわかりやすい」と評価を得ることができた。
・キャリア教育の進展においては、学校行事等を通じた児童の意欲喚起等により、夢や目標への意識が向上した。
・働き方改革の推進では、長期休業中の研修の見直し等により職員の年次休暇取得が進むと同時に、時間外在校時間の上限遵守も改善した。
・児童支援教育では、職員の認識として児童の不安定さを察知しており、全ての児童が「学校が楽しい」と思えるきめ細かな対応を強化していく必要がある。
・読書や運動などの生活習慣の改善に向け、学校の取り組みをより深く家庭へ浸透させる必要がある。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


